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５．景観まちづくりの推進方策 

５－１．景観まちづくりに向けた届出と景観形成基準 

(1)届出が必要な事項 

次に該当する行為を行う場合は、あらかじめ町への届出を必要とします。  

行為の種類 届出対象となる規模等 備考 

建

築

物

 

・建築物の新築，増築，改築又

は移転 

・外観を変更することとなる修

繕、模様替え、色彩の変更 

以下のいずれかに該当するもの 

・高さが１３ｍを超えるもの 

・延べ面積が５００㎡を超えるもの 

 

（増築・改築又は修繕・模様替え・色彩の

変更は、建築物・工作物全体が上記規模

を越えるもので、変更部分が過半となる

もの） 

景観法 

第 16 条 

第 1 項第 1 号 

工

作

物

 

・工作物の新設，増築，改築又

は移転 

・外観を変更することとなる修

繕、模様替え、色彩の変更 

景観法 

第 16 条 

第 1 項第 2 号 

・高さ１５ｍを越える鉄塔類 

・太陽電池モジュール(太陽光パネル)の合

計面積が１，０００㎡を超える太陽光発

電設備類 

・高さが１３ｍを超える風力発電設備類 

開

発

行

為

 

・都市計画法第４条第 12 項に

規定する開発行為 

行為に係る区域の面積 

・３，０００㎡を越えるもの 

景観法 

第 16 条 

第 1 項第 3 号 

そ

の

他

 

・土地の開墾等土地の形質の変

更 

・対象面積が１，０００㎡を超えるもの 

景観法 

第 16 条 

第 1 項第 4 号 
・屋外の土石、廃棄物、再生資

源等の堆積 

 

・土石の堆積：高さ５ｍ 

又は面積が１，０００㎡を超えるもの 

 

・廃棄物、再生資源等の堆積：高さ５ｍ 

又は面積が１，０００㎡を超えるもの 

 

（但し、堆積の期間が３０日を越えて継続

しないものは除く） 

 

 ※届出の対象となる工作物は、土庄町景観条例(平成 23 年土庄町条例第 15 号)第 2 条第 3

号で規定するものとする。 
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(2)景観まちづくりの基準 

景観まちづくりの目標をめざして、景観計画区域（町全域）で行われる「届出が必要

な事項」に該当する行為について、守るべき景観まちづくりの基準を示します。 

区分 景観まちづくりの基準 

建

築

物

 

形態意匠 １．周辺の景観との調和に配慮し、圧迫感を与えないよう工夫すること。 

色 彩 

１．屋根及び外壁は、周囲の景観と調和する落ち着きのある色彩を基調とするこ

と。 

位 置 

１．主要な眺望地点からの眺望を妨げないよう配慮すること。 

２．山並みをなす稜線を乱さないように配置すること。 

緑 化 １．道路に面する場所は花木等の緑化に努めること。 

工

作

物

 

共

通

事

項

 

形態 

意匠 

１．周辺の景観との調和に配慮し、圧迫感を与えないよう工夫すること。 

色彩 

１．目立つ色彩は避け、周囲の景観と調和する落ち着きのある色彩を基調とする

こと。 

位置 

１．主要な眺望地点からの眺望を妨げないよう配慮すること。 

２．山並みをなす稜線を乱さないように、できる限り低い位置に配置すること。 

３．鉄塔、電柱、電波塔類は、周辺の景観への影響を極力抑えるよう配慮する

こと。 

緑化 １．道路に面する場所は花木等の緑化に努めること。 

個

別

的

事

項

 

太

陽

光

発

電

設

備

類

 

１．太陽電池モジュール(太陽光パネル)の色彩は、黒色若しくは濃紺色、又は 

低明度かつ低彩度の目立たないものを使用すること。 

２．太陽電池モジュールは、できるだけ低反射で模様が目立たないものを使用 

すること。 

３．太陽光発電設備等の最上部はできる限り低くし、周囲の景観から突出しな 

いように配慮すること。 

４．太陽電池モジュールの勾配は周囲の景観に調和するように配慮すること。 

５．太陽電池モジュールのフレームや架台の色彩は、周囲の景観と調和するよ 

うに配慮し、素材はできるだけ低反射のものを使用すること。 

６．パワーコンディショナー、分電盤、フェンスなどの附属設備の色彩は、周 

囲の景観と調和するように配慮すること。 

７．稜線上への設置はできるだけ避けること。ただし、設置する場合は、稜線 

を乱さないように配置や高さに配慮すること。 

８．歩行者及び周辺の景観への影響のあるものは、敷地境界及び道路境界から 

できる限り後退し、必要に応じて植栽などにより修景に努めること。 

９．主要な眺望地点や主要な道路からの景観を阻害しないように配置の工夫や 

植栽などにより修景に努めること。 

風

力

発

電

設

備

類

 

１．風力発電設備（支柱及びプロペラなど）の色彩は、周囲の景観と調和する 

ものであり、低彩度の目立たないものを使用すること。ただし、他法令の 

規定により着色等が義務付けられている場合は、この限りでない。 

２．稜線上への設置はできるだけ避けること。ただし、設置する場合は、稜線 

を乱さないように配置や高さに配慮すること。 

３．主要な眺望地点や主要な道路からの景観を阻害しないように配置の工夫や 

植栽などにより修景に努めること。 
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開

発

行

為

 

１．開発後の状態が、周辺の景観と著しく不調和とならないこと。 

２．造成等での擁壁及び法面は、必要最小限にとどめ、法面は緑化に努め周辺の景観と調

和を図ること。 

３．斜面における土地の形状を変更する場合は、現状の形状を生かすよう配慮するととも

に、植栽等による修景に努めること。 

４．樹木の伐採は必要最小限にとどめること。 

５．住宅用敷地面積の最低限度を 150 ㎡以上とすること。なお、面積は延長敷地及び法面

を除いた有効敷地面積とする。以下の場合は適用除外とする。 

  ・地形形状など、やむを得ない事情があると認められる場合 

そ

の

他

 

・土地の開墾等

土地の形質の

変更 

１．行為後の状態が、周辺の景観と著しく不調和とならないこと。 

２．長大な法面を生じないよう配慮し、法面は緑化に努めること。 

３．行為後は、地域に育成する樹木による緑化等により景観の復元に努め

ること。 

・屋外の土石、

廃棄物、再生

資源等の堆積 

１．集積等の面積は必要最小限にとどめ、高さは極力低くするとともに、

整然とした堆積とすること。  

２．道路や公共の場から容易に望見できない位置とするか、周囲から見え

にくいよう遮へい又は生け垣等植栽を施し、周辺の景観に配慮するこ

と。 

 届出について、町は届出に係わる行為が上記の景観形成基準に適合しないと認めるときは、

その届出をしたものに対し、届出に係わる行為について、設計の変更その他の必要措置をとる

ことを勧告することができます。 

主要な眺望地点や主要な道路から見た景観については、４．景観まちづくりの地区別方針（土

庄町景観計画 36P～49P）に記載される各地区の景観まちづくり方針図をご参照ください。 

太陽光発電設備類の景観まちづくりの基準については、太陽光モジュール（太陽光パネル）

だけでなく、フレームやパワーコンディショナーやフェンスなどの付属設備も適応します。 
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５—２．重点的に景観形成を図る方策 

(1)景観重要建造物及び景観重要樹木の指定の方針 

景観重要建造物及び景観重要樹木は、地域の景観形成上のシンボルとなる重要な建

造物や樹木について指定します。 

 

景観重要建造物の指定の方針 

町域内の多様な建築物のうち、景観の形成に重要な役割を果たしている建造物を「景観重

要建造物」として指定し、その適切な保全・活用を図ります。 

対象 指定の方針 

景観重要建造物 

外観が景観上の特徴を有し、道路その他公共の場所から容易にみること 

のできる建築物のうち、次のいずれかに該当するもの 

 

ア）地域の自然や歴史・文化・風土などにより育まれた特徴的な外観を有

し、地域景観の中でランドマークや核を形成すると考えられるもの。 

 

イ）文化財としての価値や歴史的価値にかかわらず、地域住民に大切に守

られ、地域の誇りとなっているもの。 

 

ウ）周辺景観などと調和した景観を創出し、地域の景観形成に主導的な役

割を果たすと考えられるもの。 

 

エ）地域の景観を形づくってきた意匠や工法の建築技術、石積み等の技術、

農林水産業の生産施設等、素材に地域の特産を使用しているものや、

その時代の匠や職人の技が光るもの。 

  適用除外 国宝、重要文化財 

 

景観重要樹木の指定の方針 

樹木のうち、景観の形成に重要な役割を果たしている樹木を「景観重要樹木」として指定

し、その適切な保全・活用を図ります。 

対象 指定の方針 

景観重要樹木 

健全かつ樹容が美観上に優れており、道路その他公共の場所から容易 

にみることのできる樹木のうち、次のいずれかに該当するもの 

 

ア）地域のシンボルとして人々に愛され、自然や生活環境、美観、風致を

維持するために重要な役割を担うと考えられるもの。 

 

イ）種類、樹齢、植物学的価値や、自然保護的価値にかかわらず、地域住

民に大切に守られ、地域の誇りとなっているもの。 

 

ウ）新たに周辺の自然景観、まち並みなどと調和した地域イメージを生み

だし、地域の景観形成に重要な役割を果たすと考えられるもの。 

適用除外 特別史跡名勝天然記念物又は史跡名勝天然記念物 
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(2)重点地区の指定の方針 

 景観まちづくりを進める上で、特に重要な地区を重点地区として位置づけ、景観まちづ

くりのモデル地区として良好な景観まちづくりをめざします。 

  

重点地区の指定の方針 

 

・重点地区は必要性と緊急性が高く、景観まちづくりに対する地元の意向があり、住民主

体のまちづくりの機運がある地区を優先します。 

 

・重点地区は公共事業や民間プロジェクトが計画され、公的な景観形成の推進、民間事業

の誘導が可能な地区を優先します。 

 

・重点地区は地区住民の景観形成に対する熟度により範囲を定めないものから、範囲を定

め届出対象行為と景観形成基準を示すものまで幅を持たせます。 

 

 

範囲を定めない重点地区を次に示します。 

・ 土庄港周辺 

・ 「迷路のまち」を中心とする土庄本町周辺 

・ 淵崎の屋敷町周辺 

・ 肥土山周辺 

・ 大坂城残石記念公園周辺 

・ 小江、沖之島と渡船周辺 

・ 唐櫃岡周辺 

・ 大部港周辺 
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５－３．景観誘導方策 

(1) 景観重要公共施設の整備に関する基本的な事項 

景観重要公共施設の整備に関す基本方針 

景観まちづくりを進める上で、道路、港湾、公園、河川などの公共施設が果たす役割は

大きく、施設の整備や管理においては、景観づくりに配慮した取組が求められています。 

今後は、主要な道路、港湾、公園、河川などの公共施設について、各施設の管理者と協

議の上、本町の景観づくりを先導すべき施設として整備等について総合的に進めていきま

す。 

 

(2) 景観農業振興地域整備計画の策定に関する基本的な事項 

景観農業振興地域整備計画の策定関す基本方針 

 

本町には、まとまりのある農地・山林と周辺の集落地が織りなす農山村の風景が広がり、

そこでは農林業を生業として地域の暮らしが営まれ、本町の持つ自然の豊かさと人々の暮

らしが調和した農山村の景観がつくられてきました。 

しかし、近年後継者不足や高齢化の進展により耕作放棄地が増加するなど、良好な景観

を維持することが困難となっていることが危惧されています。そこで、まとまりのある農

地と周辺の集落地が織りなす農山村の景観の保全・創出を図り、周辺の景観に配慮しつつ

良好な営農を確保していくために、必要に応じて「景観農業振興地域整備計画」を策定し、

本計画に掲げる「本町全域及び地域別の景観まちづくりに関する方針」との整合を図りな

がら、良好な農山村の景観を保全・創出するための農地管理や景観作物の栽培などを促進

します。 

 

 

「景観農業振興地域整備計画」を策定する際は、次の事項を踏まえて策定します。 

●保全・創出すべき景観の特色 

・棚田や周辺の里山、ため池、水路、集落などが一体となった農山村の風景 

・農地、里山などから成る農山村の風景 

・ため池などのかんがい施設を持つ農山村の風景 

・肥土山の棚田と集落、農村歌舞伎舞台の風景と「農村歌舞伎」「虫送り」などの伝統

行事 

●保全・創出すべき地域の範囲 

本町が策定する景観農業振興地域整備計画において定める、良好な農山村の風景を保

全・創出すべき地域とします。 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土庄町景観計画 

― 平成２３年３月 ― 

― 平成２９年１２月 変更 ― 

土庄町建設課 

〒761-4192 香川県小豆郡土庄町甲 559 番地 2 

電 話（０８７９）６２－７００６ 

ﾌｧｯｸｽ（０８７９）６２－２４００ 

e-mail kensui@town.tonosho.lg.jp 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


